
 

 

 
研究要旨

乳幼児喘息の病因病態の解明、乳幼児喘息早期診断のための質問票の作成、および乳幼児

喘息の治療法の確立を目的とする。平成

のものの軽快、治癒を目指した治療法の確立につき試案（両輪療法－近藤）を作成し、その

治療法を実践して評価した。その結果、制御性

は,Th2
すなわち１１例中７例で増加した。一方、

値は全

遺伝子が野生型の方が、変異型に比べて

IL-13（
使用後３か月、６か月の状況を検討するプロトコールを作成して、すすめている。
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Ｄ．考察、Ｅ．結論 

平成 25 年度では、乳幼児喘息の軽快、治癒
を目指して、抗炎症薬に加えて Th1／Th2バ
ランスを是正するとされる Th2 サイトカイ
ン阻害薬を使用するプロトコールを作成して、

検討を開始した。制御性 T細胞は、アレルゲ
ン免疫療法による生体の免疫系の改善の一つ

の重要な指標とされていることから、Th1／
Th2 バランスを是正するとされる Th2 サイ
トカイン阻害薬によって、制御性 T細胞の一
つの重要な指標である Treg の比率が増加傾
向をしたことは重要な意味を持つ。今後、乳

幼児喘息そのものの軽快、治癒への方向をさ

らに検討するために、今回の結果を受けて、

この傾向がさらに確実に認められるかどうか

を検討するために、現在、使用後３か月、６

か月の状況を検討するプロトコールを作成し

て、すすめている。なお、ロイコトリエン受

容体拮抗薬の軽快、治癒への効果についても

検討をすすめている。 
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